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Ⅰ 調査の概要  
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１ 調査の目的 
 

京都市では，平成１７年１月に策定した子育て支援施策の総合計画である新「京（みやこ）・子

どもいきいきプラン」※１（以下「現行プラン」といいます。）に基づき，市民・地域ぐるみで子

育てを支え合う子育て支援の風土づくりを進めてきましたが，現行プランの計画期間が平成２１

年度までとなっていることから，これを見直し，平成２２年度から平成２６年度までの５年間を

計画期間とする新たな計画※２（以下「次期プラン」といいます。）を策定することとしています。 

現行プランに一体として盛り込んでいる「ひとり親家庭自立促進計画」は，母子及び寡婦福祉

法第１１条に規定される「母子家庭及び寡婦自立促進計画」に位置付ける計画であり，本調査は，

ひとり親家庭の生活実態や要望・意見等を把握し，次期プランに盛り込む新たな「ひとり親家庭

自立促進計画」を策定するための基礎資料として活用する目的で実施しました。 
 

※１ 次世代育成支援対策推進法に規定される市町村行動計画の前期計画（計画期間：平成１７～２１年度）

に位置付けるものです。 

※２ 次世代育成支援対策推進法に規定される市町村行動計画の後期計画（計画期間：平成２２～２６年度）

に位置付けるものです。 

 

２ 調査概要 
 

・ 調査地域  ：京都市全域 

・ 調査対象者 ：平成 20 年 11 月１日現在，京都市内在住の母子・父子世帯 

・ 調査期間  ：平成 20 年 12 月 12 日から 12 月 26 日まで  

・ 調査方法  ：郵送配布・郵送回収 
 

 調査票配布数 有効サンプル数 回収率 

ひとり親家庭実態調査（母子家庭） 3,200 1,087 34.0％ 

ひとり親家庭実態調査（父子家庭） 1,800 343 19.1％ 

合計 5,000 1,430 28.6％ 

 

３ 報告書の見方 
 
●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して，それぞれの回答数の割合を小数点以下第２

位で四捨五入したものです。そのため，単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）

であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。 
 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合，回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して，それぞれの割合を示しています。そのため，合計が 100.0％を超える

場合があります。 
 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は，集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件

に該当する人）を表しています。 
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                  Ⅱ 調査結果 
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１ 回答者の属性 

（１）年齢 【母子 問 2，父子 問 2】 

・ 母子家庭では「40～44 歳」の割合が最も高く，父子家庭では「50 歳以上」が最も高

くなっている。前回調査と比較すると，父子家庭で「40～44 歳」について＋10.3 ポイ

ント，「45～49 歳」についてー10.3 ポイントの差が生じている。 

 
        （母子）                      （父子） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）同居の家族数・世帯構成 【母子 問 3，4，父子 問 3，4】 

・ 同居家族数については，母子家庭，父子家庭ともに「3 人家族」が最も高く，次いで「2

人家族」が高くなっている。前回調査と比較しても大きな変化は見られない。 

・ 世帯構成については，母子家庭，父子家庭ともに「20 歳未満の子ども」が最も高くな

っている。前回調査と比較すると，父子家庭で「実父・実母」について＋7.9 ポイントの

差が生じている。 

 
    同居の家族数 （母子）                     （父子） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.6

2.2

7.2

13.6

19.4

21.2

22.8

12.6

0.4

1.2

2.4

4.9

14.4

22.3

24.9

19.8

9.1

1.0

0% 10% 20% 30%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

不明・無回答

平成10年（Ｎ＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

0.0

1.2

3.2

9.9

12.7

13.9

28.6

0.8

2.9

0.6

2.0

8.2

12.5

24.2

19.5

28.6

1.5

29.8

0% 10% 20% 30%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

不明・無回答

平成10年（Ｎ＝252） 平成20年（Ｎ＝343）

0.0

35.4

35.2

18.7

10.1

0.6

0.6

33.2

35.8

19.0

9.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人家族

２人家族

３人家族

４人家族

５人以上の家族

不明・無回答

平成10年（Ｎ＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

1人 

2人 

3人 

4人 

5人 

不明・無回答 

0.0

27.4

35.7

21.4

14.3

1.2

1.2

25.9

35.0

24.2

12.5

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人家族

２人家族

３人家族

４人家族

５人以上の家族

不明・無回答

平成10年（Ｎ＝252） 平成20年（Ｎ＝343）

1人

2人

3人

4人

5人

不明・無回答
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          世帯構成（母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）同居している子どもの人数とライフステージ(複数回答可) 【母子 問い 5,父子 問 5】 

・ 子どもの人数については，母子家庭，父子家庭ともに「2 人」以下が 60％以上となっ

ている。 

・ ライフステージについては，母子家庭，父子家庭ともに「中学生」の割合が最も高くな

っている。前回調査と比較すると，母子家庭で「小学校 4 年～6 年生」について＋6.6 ポ

イント，父子家庭で「高校生」についてー11.0 ポイントの差が生じている。 

 

同居している子どもの数（母子）                （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94.0

15.3

19.1

1.8

4.2

2.5

0.9

0.8

91.8

11.0

20.1

0.6

3.9

2.6

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満の子ども

20歳以上の子ども

実父・実母

義父・義母

兄弟姉妹

祖父・祖母

その他

不明・無回答

平成10年（Ｎ＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

37.2

11.4

1.2

0.3

0.8

46.8

37.8

11.2

1.9

0.5

1.7

49.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

　２人

３人

４人

５人

不明・無回答

平成10年（Ｎ＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

91.7

20.2

25.0

2.8

2.4

6.0

2.8

1.2

82.5

12.8

32.9

0.9

6.7

2.6

0.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満の子ども

20歳以上の子ども

実父・実母

義父・義母

兄弟姉妹

祖父・祖母

その他

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）

41.7

42.5

11.9

0.8

0.4

2.8

35.6

33.2

9.6

0.6

0.6

20.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）
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同居している子どものライフステージ（母子）           （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.8

14.7

17.1

17.1

24.6

33.7

13.1

17.1

9.5

1.2

2.8

0.6

9.9

14.0

23.9

22.7

11.1

3.5

0.6

20.4

26.8

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

乳児（０歳児）

幼児

（１歳～小学校入学前）

小学校１年～３年生

小学校４年～６年生

中学生

高校生

短大生・大学生・専門

学校生，その他の学生

仕事をしている子ども

卒業した無職の子ども

その他

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）

1.4

21.5

18.2

19.8

24.9

28.3

14.4

11.7

5.5

2.0

0.8

2.2

21.4

22.9

26.4

28.3

24.7

12.4

6.5

2.5

1.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

乳児（０歳児）

幼児

（１歳～小学校入学前）

小学校１年～３年生

小学校４年～６年生

中学生

高校生

短大生・大学生・専門

学校生，その他の学生

仕事をしている子ども

卒業した無職の子ども

その他

不明・無回答

平成10年（Ｎ＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）
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２ 家事の分担状況について 

（１）家事の分担状況（複数回答可） 【母子 問 7，父子 問 7】 

・ 母子家庭，父子家庭ともにすべてにおいて「あなた」の割合が最も高くなっているが，

父子家庭では，母子家庭に比べて「子ども」，「その他の家族」の割合が高くなっている。 

 

           掃除（母子）                  掃除（父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗濯（母子）                洗濯（父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食の支度（母子）           朝食の支度（父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.0

15.4

12.0

0.4

0.5

87.6

9.7

12.3

0.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

子ども

その他の

家族

家族以外

不明・

無回答

62.7

27.8

27.4

4.0

2.8

67.3

20.4

28.6

3.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

子ども

その他の

家族

家族以外

不明・

無回答

90.9

9.0

12.9

0.5

0.5

86.0

7.6

12.8

0.7

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた 

子ども 

その他の 

家族 

家族以外 

不明・ 

無回答 

57.9

25.0

29.8

3.6

1.6

62.1

19.5

30.9

3.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

子ども

その他の

家族

家族以外

不明・

無回答

91.4

8.2

9.3

0.2

0.8

87.1

7.2

8.7

0.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた 

子ども 

その他の 

家族 

家族以外 

不明・ 

無回答 

54.8

17.5

29.8

2.0

7.1

60.6

14.9

30.9

3.8

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

子ども

その他の

家族

家族以外

不明・

無回答
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夕食の支度（母子）             夕食の支度（父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日用品の買い物（母子）             日用品の買い物（父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

89.5

8.4

15.4

0.8

0.5

84.1

5.8

15.4

1.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

 子ども

 その他の

家族

家族以外

 不明・

無回答

56.7

17.1

31.7

5.2

2.4

56.9

16.0

35.9

6.4

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

子ども

その他の

家族

家族以外

不明・

無回答

11.0

11.5

0.8

0.7

89.7

7.0

12.1

0.8

4.5

94.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成10年（N＝1,301）

 平成20年（Ｎ＝1,087）

74.2

19.8

26.2

2.4

1.6

76.4

15.2

27.4

3.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成10年（N＝252）

平成20年（Ｎ＝343）

あなた 

子ども 

その他の 

家族 

家族以外 

不明・ 

無回答 

あなた

子ども

その他の

家族

家族以外

不明・

無回答
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３ ひとり親になったときの状況について 

（１）ひとり親家庭になったときの年齢 【母子 問 8，父子 問 8】 

・ 母子家庭では「30～34 歳」の割合が最も高く，父子家庭では「40～44 歳」の割合が

最も高くなっている。 

 

  （母子）                       （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）前配偶者との婚姻期間 【母子 問 9，父子 問 9】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「10 年以上」の割合が最も高くなっているが，前回調査と比

較すると，「10 年以上」について，母子家庭でー6.1 ポイント，父子家庭でー9.0 ポイン

トの差が生じている。 

 

（母子）                       （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9

7.5

18.8

25.4

21.8

14.6

8.3

1.8

0.2

0.5

1.6

9.0

18.7

25.1

22.1

15.5

4.6

1.9

0.2

1.4

0% 10% 20% 30%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

0.0

3.2

10.3

15.1

17.5

20.6

11.5

0.8

1.6

0.9

0.9

17.2

26.2

14.9

10.8

0.0

1.2

19.4

18.7

9.3

0% 10% 20% 30%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）

2.8

24.8

26.1

36.3

8.8

1.4

3.7

30.0

27.0

30.2

7.1

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年未満

１～５年未満

５～10年未満

10年以上

なし

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

2.4

19.8

21.0

53.6

0.4

2.8

1.5

21.6

29.7

44.6

0.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満

１～５年未満

５～10年未満

10年以上

なし

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）
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（３）ひとり親家庭になった理由 【母子 問 10(1)，父子 問 10(1)】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「離婚（協議）」の割合が最も高くなっている。前回調査と比

較すると，母子家庭，父子家庭ともに「離婚（協議）」の割合が高くなり，「病死」の割合

が低くなっている。 

 

   （母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）離婚（協議，調停，審判，裁判）を決意した主たる要因 【母子 問 10(2)，父子 問 10(2)】 

・ 母子家庭では「性格が合わない」が 15.7％と最も高く，次いで「浪費する」が 13.5％

となっている。父子家庭では「性格が合わない」が 31.5％と最も高く，次いで「異性関係」

が 17.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.6

3.4

54.3

12.0

0.2

2.8

2.8

0.5

1.7

1.3

6.6

2.5

62.6

13.3

0.4

2.1

1.3

0.6

7.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病死

その他の理由による死別

離婚（協議）

離婚（調停）

離婚（審判）

離婚（裁判）

遺棄（家出など）

生死不明

その他

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

29.0

4.4

46.8

6.7

0.0

2.4

6.0

0.0

2.8

2.0

20.4

1.7

9.6

0.6

3.2

2.6

0.0

2.9

2.0

56.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病死

その他の理由による死別

離婚（協議）

離婚（調停）

離婚（審判）

離婚（裁判）

遺棄（家出など）

生死不明

その他

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）

15.7

13.0

8.3

13.5

3.3

1.4

3.2

8.1

12.0

21.6

31.5

17.8

0.8

5.0

7.5

0.0

5.0

7.5

11.2

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

性格が合わない

異性関係

暴力を振るう

浪費する

異常性格

酒を飲みすぎる

親族と折り合いが悪い

家庭を省みない

その他

不明・無回答

母子家庭（Ｎ＝853） 父子家庭（Ｎ＝241）
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（５）ひとり親になったときの仕事の状況 【母子 問 11，父子 問 11】 

・ 母子家庭では「仕事をしていなかった」の割合が最も高く，父子家庭では「今と同じと

ころで仕事をしていた」の割合が最も高くなっている。前回調査と比較しても大きな変化

は見られない。 

 

             （母子）                      （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.6

今と同じところで仕事

をしていた

21.4

23.6

今と違ったところで

仕事をしていた

26.6

仕事をしていなかった

43.0

51.1

不明・無回答

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（Ｎ＝1,087）

 平成10年（N＝1,301）

26.8

今と同じところで仕事

をしていた

69.4

66.5

今と違ったところで

仕事をしていた

23.8

仕事をしていなかった

5.8

4.8

不明・無回答

0.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（Ｎ＝343）

 平成10年（N＝252）
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21.3

24.6

11.7

21.5

20.6

0.3

18.3

23.9

17.2

20.4

19.2

1.0

0% 10% 20% 30%

１年未満

１～３年未満

３～５年未満

５～10年未満

10年以上

不明・無回答

平成10年（N＝1,050） 平成20年（Ｎ＝901）

４ 現在の仕事について 

（１）現在の仕事の状況 【母子 問 12，父子 問 12】 

・ 現在の仕事の状況については，母子家庭，父子家庭ともに「仕事をしている」の割合が

80％を超えている。 

 

 

           （母子）                      （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）仕事をしている人のみ回答 

ア 現在の勤務年数 【母子 問 13(1)，父子 問 13(1)】 

・ 母子家庭では「1～3 年未満」の割合が最も高く，父子家庭では「10 年以上」の割合

が最も高くなっている。 

 

    （母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5

１つの仕事だけして

いる

72.2

75.4

２つ以上の仕事をして

いる

8.5

仕事をしていない

14.1

18.6

不明・無回答

3.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（Ｎ＝1,087）

 平成10年（N＝1,301）

5.2

１つの仕事だけして

いる

86.1

84.5

２つ以上の仕事をして

いる

3.2

仕事をしていない

7.9

8.7

不明・無回答

2.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（Ｎ＝343）

 平成10年（N＝252）

6.7

5.3

9.3

11.1

67.6

0.0

5.8

10.4

9.4

14.6

1.3

58.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満

１～３年未満

３～５年未満

５～10年未満

10年以上

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝308）
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イ 現在の就労形態 【母子 問 13(2)，父子 問 13(2)】 

・ 母子家庭では「パートタイマー」が 36.7％，「正社員・正職員」が 36.6％と高く，

父子家庭では「正社員・正職員」が 60.4％最も高くなっている。 

  

（母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 現在の仕事の種類 【母子 問 13(3)，父子 問 13(3)】 

・ 母子家庭では「事務的な仕事」の割合が最も高く，父子家庭では「技能及び労務関係

の仕事」の割合が最も高くなっている。前回調査と比較すると，母子家庭で「専門技術

を生かした仕事」について，＋10.3 ポイントの差が生じている。 

 

                 （母子）                       （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.0

33.2

5.7

4.8

0.8

8.4

2.3

2.6

2.9

0.5

36.6

36.7

5.3

8.2

4.0

3.6

1.4

1.3

1.4

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

正社員・正職員

パートタイマー

アルバイト

契約・登録社員（職員）

派遣社員（職員）

自営業主

家族従業者

内職・在宅就業

その他

不明・無回答

平成10年（N＝1,050） 平成20年（Ｎ＝901）

61.3

0.4

2.2

0.9

0.4

28.0

1.8

0.4

4.4

0.0

60.4

1.6

2.3

5.8

1.9

20.8

1.9

0.6

3.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・正職員

パートタイマー

アルバイト

契約・登録社員（職員）

派遣社員（職員）

自営業主

家族従業者

内職・在宅就業

その他

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝308）

13.5

1.3

28.2

16.7

14.7

9.5

14.2

1.9

23.8

1.4

28.5

12.9

13.8

6.3

10.0

3.3

0% 10% 20% 30%

専門技術を生かした仕事（保育士，教員，看護師，

介護福祉士，弁護士，医師，デザイナーなど）

管理的な仕事

（会社・官庁などの課長職以上）

事務的な仕事

販売関係の仕事

（店員，商品配達，セールス，外交員など）

接客などのサービス関係の仕事

（美・理容師，飲食店員など）

技能及び労務関係の仕事

（工員，職人，労務作業員など）

その他

不明・無回答

平成10年（N＝1,050） 平成20年（Ｎ＝901）

14.2

10.2

5.8

14.2

6.7

33.3

13.8

1.8

14.3

12.0

5.5

18.2

7.1

29.5

9.7

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

専門技術を生かした仕事（保育士，教員，看護師，

介護福祉士，弁護士，医師，デザイナーなど）

管理的な仕事

（会社・官庁などの課長職以上）

事務的な仕事

販売関係の仕事

（店員，商品配達，セールス，外交員など）

接客などのサービス関係の仕事

（美・理容師，飲食店員など）

技能及び労務関係の仕事

（工員，職人，労務作業員など）

その他

不明・無回答

平成10年（N＝225） 平成20年（Ｎ＝308）
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エ 現在の勤務先の規模 【母子 問 13(4)，父子 問 13(4)】 

・ 母子家庭では「300 人以上」の割合が最も高く，父子家庭では「1～4 人」の割合が

最も高くなっている。前回調査と比較すると，母子家庭で「300 人以上」について＋

8.3 ポイントの差が生じている。 

 

             （母子）                      （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オ 勤務体制 【母子 問 13(5)，父子 問 13(5)】 

・ 母子家庭では「定時制」が 55.9％と最も高く，次いで「シフト制」が 34.0％となっ

ている。父子家庭では「定時制」が 64.0％と最も高く，次いで「シフト制」が 14.9％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.4

13.3

18.2

17.7

9.2

14.5

6.7

13.7

11.1

20.2

18.0

10.5

22.8

3.8

0% 10% 20% 30%

１～４人

５～９人

10～29人

30～99人

100～299人

300人以上

不明・無回答

平成10年（N＝1,050） 平成20年（Ｎ＝901）

31.6

15.1

10.7

10.2

20.4

3.6

26.3

11.0

14.3

13.0

11.7

19.5

4.2

8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１～４人

５～９人

10～29人

30～99人

100～299人

300人以上

不明・無回答

平成10年（N＝225） 平成20年（Ｎ＝308）

14.9 15.6

55.9

64.0

定時制

34.0

シフト制

7.1

その他

5.5

3.0

不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 父子家庭（Ｎ＝308）

 母子家庭（Ｎ＝901）
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カ 仕事上の悩み（複数回答可） 【母子 問 13(7)，父子 問 13(7)】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「収入が少ない」の割合が最も高くなっている。前回調査

と比較すると，母子家庭で「雇用上の身分が不安定」について＋5.4 ポイント，父子家

庭で「仕事がきつい」について＋7.6 ポイント，「収入が少ない」について＋7.5 ポイン

トの差が生じている。 

 

（母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 転職希望 【母子 問 13(8)，父子 問 13(8)】 

・ 母子家庭では，「ない」が 60.6％，「ある」が 37.6％となっており，父子家庭では，

「ない」が 78.9％，「ある」が 19.5％となっている。 

 

   （母子）                  （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

58.0

8.2

18.4

11.9

20.6

4.5

7.6

1.6

15.6

12.1

9.4

17.2

2.1

59.4

9.8

18.4

11.5

18.0

4.4

8.7

1.2

21.0

12.4

6.3

14.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入が少ない

勤務先が遠い

仕事がきつい

労働時間が長い

休暇が自由にとれない

仕事が難しい，つまらない

人間関係など職場の環境になじめない

セクハラがある

雇用上の身分が不安定

子どもの世話や家事等で仕事に専念できない

その他

特にない

不明・無回答

平成10年（N＝1,050） 平成20年（Ｎ＝901）

48.0

24.4

25.3

4.0

2.2

0.0

6.7

26.2

4.4

23.1

1.3

16.2

21.4

24.7

22.7

3.9

7.1

0.3

8.8

21.4

4.9

18.2

0.6

13.8

9.8

55.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入が少ない

勤務先が遠い

仕事がきつい

労働時間が長い

休暇が自由にとれない

仕事が難しい，つまらない

人間関係など職場の環境になじめない

セクハラがある

雇用上の身分が不安定

子どもの世話や家事等で仕事に専念できない

その他

特にない

不明・無回答

平成10年（N＝225） 平成20年（Ｎ＝308）

60.6 1.8

ある

37.4

37.6

ない

61.0

不明・無回答

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（Ｎ＝901）

 平成10年（N＝1,050）

78.9 1.6

ある

21.3

19.5

ない

77.3

不明・無回答

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（Ｎ＝308）

 平成10年（N＝225）
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（２）仕事をしていない人のみ回答 

ア 仕事をしていない理由 【母子 問 14(1)，父子 問 14(1)】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「病気で働けない」の割合が最も高くなっている。 

 

（母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 今後の就労希望 【母子 問 14(2)，父子 問 14(2)】 

・ 母子家庭では，「ある」が 82.4％，「ない」が 10.5％となっており，父子家庭では，

「ある」が 66.7％，「ない」が 11.1％となっている。 

 

             （母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

14.5

26.9

34.7

2.1

9.9

9.9

2.1

14.4

31.4

23.5

4.6

6.5

5.9

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもの世話をしてくれる人がいない

病気で働けない

求職中

職業訓練を受けたり技術習得中

家族の世話をするため仕事につけない

その他

不明・無回答

平成10年（N＝242） 平成20年（N＝153）

45.5

36.4

0.0

0.0

0.0

11.1

29.6

11.1

0.0

11.1

11.1

25.9

9.1

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもの世話をしてくれる人がいない

病気で働けない

求職中

職業訓練を受けたり技術習得中

家族の世話をするため仕事につけない

その他

不明・無回答

平成10年（N＝22） 平成20年（N＝27）

10.5 7.2

ある

82.6

82.4

ない

15.7

不明・無回答

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝153）

 平成10年（N＝242）

11.1 22.2

ある

81.8

66.7

ない

9.1

不明・無回答

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝27）

 平成10年（N＝22）
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16.5

0.5

23.0

19.0

20.5

8.0

9.5

3.0

18.3

0.0

28.6

15.1

20.6

4.8

6.3

6.3

0% 10% 20% 30%

専門技術を生かした仕事（保育士，教員，看護師，
介護福祉士，弁護士，医師，デザイナーなど）

管理的な仕事
（会社・官庁などの課長職以上）

事務的な仕事

販売関係の仕事

（店員，商品配達，セールス，外交員など）

接客などのサービス関係の仕事

（美・理容師，飲食店員など）

技能及び労務関係の仕事

（工員，職人，労務作業員など）

その他

不明・無回答

平成10年（N＝200） 平成20年（N＝126）

0.0

11.1

11.1

11.1

16.7

11.1

11.1

5.6

0.0

11.1

16.7

11.1

16.7

11.1

27.8

27.8

0% 10% 20% 30%

専門技術を生かした仕事（保育士，教員，看護師，
介護福祉士，弁護士，医師，デザイナーなど）

管理的な仕事
（会社・官庁などの課長職以上）

事務的な仕事

販売関係の仕事

（店員，商品配達，セールス，外交員など）

接客などのサービス関係の仕事

（美・理容師，飲食店員など）

技能及び労務関係の仕事

（工員，職人，労務作業員など）

その他

不明・無回答

平成10年（N＝18） 平成20年（N＝18）

（３）仕事をしていない人で，就労を希望する人のみ回答 

ア 希望の就労形態 

・ 母子家庭では「パートタイマー」の割合が最も高く，父子家庭では「正社員・正職員」

の割合が最も高くなっている。 

 

（母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 希望の職種 

・ 母子家庭では「事務的な仕事」の割合が最も高く，父子家庭では「販売関係の仕事」，

「技能及び労務関係の仕事」の割合が高くなっている。 

 

（母子）                      （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.0

48.0

4.5

1.0

0.0

5.0

0.5

4.5

2.0

1.5

34.9

41.3

4.8

1.6

2.4

4.0

0.0

5.6

0.8

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

正社員・正職員

パートタイマー

アルバイト

契約・登録社員（職員）

派遣社員（職員）

自営業主

家族従業者

内職・在宅就業

その他

不明・無回答

平成10年（N＝200） 平成20年（N＝126）

11.1

11.1

0.0

0.0

22.2

5.6

0.0

5.6

5.6

44.4

5.6

5.6

5.6

5.6

16.7

0.0

5.6

5.6

5.6

38.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

正社員・正職員

パートタイマー

アルバイト

契約・登録社員（職員）

派遣社員（職員）

自営業主

家族従業者

内職・在宅就業

その他

不明・無回答

平成10年（N＝18） 平成20年（N＝18）
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26.4

11.3

4.1

0.8

28.8

4.5

13.1

3.4

6.3

1.4

27.3

12.3

4.0

0.4

31.2

2.5

13.8

0.1

5.2

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持ち家

公営住宅

公社・公団住宅

社宅

借家

間借

実家や親戚の家に同居

母子生活支援施設（母子寮）

その他

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

8.7

4.4

0.8

21.8

1.6

9.1

1.6

2.4

58.6

5.0

2.3

1.5

16.0

1.2

11.7

1.7

2.0

49.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 持ち家

公営住宅

 公社・公団住宅

社宅

借家

間借

 実家や親戚の家に同居

 その他

 不明・無回答

 平成10年（N＝252）  平成20年（N＝343）

26.5

27.2

32.4

13.3

4.5

2.5

9.1

4.2

1.8

2.9

10.4

0.0

22.5

25.6

26.3

31.2

10.0

4.9

1.1

7.9

1.9

1.7

2.1

5.4

26.8

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住宅費が高い

建物が狭い

建物が古い・設備が悪い

周囲の環境が良くない(騒音・日照など)

職場から遠い

立ちのきを迫られている

近所づきあい

家主・同居人とのトラブル

保育所が無い・遠い

学童クラブが無い・遠い

その他

特にない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

26.6

30.6

11.5

2.4

6.7

2.8

1.2

0.4

6.0

0.0

24.2

19.8

7.0

0.9

5.0

1.5

0.3

1.7

3.8

33.8

3.8

27.8

9.1

28.6

9.0

26.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住宅費が高い

建物が狭い

建物が古い・設備が悪い

周囲の環境が良くない(騒音・日照など)

職場から遠い

立ちのきを迫られている

近所づきあい

家主・同居人とのトラブル

保育所が無い・遠い

学童クラブが無い・遠い

その他

特にない

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（N＝343）

５ 現在のお住まいについて 

（１）住宅の種類 【母子 問 16，父子 問 15】 

・ 母子家庭では，「借家」の割合が最も高く，父子家庭では「持ち家」の割合が最も高くな

っている。前回調査と比較すると，母子家庭では，大きな変化は見られないが，父子家庭

では，「持ち家」について＋9.0 ポイントの差が生じている。 

 

               （母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現在の住宅の悩み（複数回答可） 【母子 問 18，父子 問 17】 

・ 母子家庭では，「建物が古い・設備が悪い」の割合が最も高く，父子家庭では，「特にな

い」の割合が最も高くなっている。 

 

               （母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「特にない」は今回調査のみ 
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（３）今後の転居希望 【母子 問 19(1)，父子 問 18(1)】 

・ 転居希望のある人は，母子家庭で 45.3％，父子家庭で 28.0％となっている。前回調査

と比較すると，母子家庭では，大きな変化は見られないが，父子家庭では，「ある」につい

てー11.7 ポイントの差が生じている。 

 

  （母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.7

ある

48.1

45.3

ない

47.5

5.1

不明・無回答

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝1,087）

 平成10年（N＝1,301）

68.5

ある

39.7

28.0

ない

54.0

3.5

不明・無回答

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝343）

 平成10年（N＝252）
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６ 世帯の収入状況・生活費について 

（１）世帯の収入状況（平成 19 年） 【母子 問 21，父子 問 20】 

・ 母子家庭では，「100～150 万円未満」の割合が最も高く，父子家庭では，「400～500

万円未満」の割合が最も高くなっている。前回調査と比較すると，母子家庭で「250 万円

未満」の各区分の割合が高くなっており，父子家庭で「300 万円未満」の各区分の割合が

高くなっている。 

 

（母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.3

12.7

15.3

11.2

10.1

7.0

6.8

6.5

5.1

2.8

1.8

0.8

2.5

8.2

9.0

13.2

18.1

13.2

12.3

6.3

4.7

2.9

5.2

2.6

2.0

1.2

1.5

7.7

0% 10% 20% 30%

50万円未満

50～100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800万円以上

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

3.6

1.6

2.0

5.6

4.0

7.1

6.7

13.9

11.1

13.9

8.7

8.3

11.1

2.4

4.7

4.4

2.9

5.5

7.9

8.2

6.1

8.7

15.2

12.0

4.7

4.1

6.7

9.0

0% 10% 20% 30%

50万円未満

50～100万円未満

100～150万円未満

150～200万円未満

200～250万円未満

250～300万円未満

300～350万円未満

350～400万円未満

400～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800万円以上

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（N＝343）
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（２）月平均の生活費 【母子 問 22，父子 問 21】 

・ 母子家庭では，「15～20 万円未満」の割合が最も高く，父子家庭では，「20～25 万円

未満」の割合が最も高くなっている。前回調査と比較すると，母子家庭で「5 万円未満」，

「10 万円未満」の割合が高くなっており，父子家庭で「25 万円未満」の各区分の割合が

高くなっている。 

 

（母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.7

5.1

16.9

24.1

24.1

9.4

6.7

2.7

1.8

0.6

1.3

6.7

3.0

7.3

15.9

24.9

21.5

6.7

5.0

0.5

1.3

0.1

1.1

12.7

0% 10% 20% 30%

５万円未満

10万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

20～25万円未満

25～30万円未満

30～35万円未満

35～40万円未満

40～45万円未満

45～50万円未満

50万円以上

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

0.4

2.4

6.3

7.9

20.6

17.9

17.1

6.0

6.7

1.6

5.6

7.5

1.5

4.4

10.8

11.4

22.4

13.1

15.2

6.4

4.1

0.9

2.9

7.0

0% 10% 20% 30%

５万円未満

５～10万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

20～25万円未満

25～30万円未満

30～35万円未満

35～40万円未満

40～45万円未満

45～50万円未満

50万円以上

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（N＝343）
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７ 離婚の状況について 

（１）慰謝料の支払いや受け取りについて 【母子 問 25，父子 問 24】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「慰謝料の支払も受け取りもなかった」の割合が 70％を超

えている。 

（母子）                   （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「養育費」の取り決めについて 【母子 問 26，父子 問 25】 

・ 取り決めが「あった」の割合が，母子家庭では 51.6％に対して，父子家庭では 22.4％

となっている。 

  （母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）取り決めがあった人のみ回答 【母子 問 27，父子 問 26】 

  ア 「養育費」は取り決めどおりに支払われているか 

・ 母子家庭では，「支払われていない」が 43.2％と最も高く，次いで「支払われている」

が 37.3％となっている。父子家庭では，「支払われている」が 51.9％と最も高くなっ

ている。 

                （母子）                      （父子） 

  

 

 

 

 

 

 

 

11.6 85.8

慰謝料を受け取った

0.6

0.7

慰謝料を支払った

13.4

慰謝料の支払いも

受け取りもなかった

84.4

不明・無回答

2.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝853）

 平成10年（N＝901）

5.4 74.3

慰謝料を受け取った

15.8

13.5

慰謝料を支払った

2.8

慰謝料の支払いも

受け取りもなかった

80.9

不明・無回答

2.8

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝241）

 平成10年（N＝141）

45.8 2.6

1.0

51.6

47.4

あった

51.6

なかった 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝853）

 平成10年（N＝901）

74.3 3.3

2.1

22.4

7.8

あった

90.1

なかった 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝241）

 平成10年（N＝141）

41.5

15.5

36.8

6.1

0.2

37.3

14.1

43.2

3.2

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

支払われている

支払われたり，支払われなかったりしている

支払われていない

支払や受け取りは終わった

不明・無回答

平成10年（N＝427） 平成20年（N＝440）

45.5

0.0

9.1

9.1

51.9

16.7

16.7

13.0

1.9

36.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

支払われている

支払われたり，支払われなかったりしている

支払われていない

支払や受け取りは終わった

不明・無回答

平成10年（N＝11） 平成20年（N＝54）
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（４）離婚の際，子どもにどちらと暮らしたいか聞いたかどうかについて 

【母子 問 28，父子 問 27】 

・ 「聞いた」の割合について，母子家庭では 34.5％，父子家庭では 38.2％となっている。

前回調査と比較すると，母子家庭，父子家庭ともに低くなっている。 

 

（母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子どもに離婚の理由や別れた配偶者のことを話したかどうかについて 

【母子 問 29，父子 問 28】 

・ 「話した」の割合について，母子家庭では 69.2％，父子家庭では 62.7％となっている。

前回調査と比較しても大きな変化は見られない。 

 

 （母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）子どもが別れた配偶者に会っているかどうかについて 【母子 問 30，父子 問 29】 

・ 「会っている」の割合について，母子家庭では 46.1％，父子家庭では 54.4％となって

いる。前回調査と比較すると，母子家庭，父子家庭ともに高くなっている。 

 

（母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

63.0 2.6

1.0

34.5

40.0

聞いた

59.0

聞かなかった 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝853）

 平成10年（N＝901）

43.2 18.7

2.1

38.2

49.6

聞いた

48.2

聞かなかった 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝241）

 平成10年（N＝141）

28.1 2.7

0.8

69.2

74.8

話をした

24.4

話をしていない 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝853）

 平成10年（N＝901）

35.3 2.1

2.1

62.7

61.7

話をした

36.2

話をしていない 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝241）

 平成10年（N＝141）

51.7 2.2

0.9

46.1

31.3

会っている（会った

ことがある）

67.8

会っていない 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝853）

 平成10年（N＝901）

42.3 3.3

2.1

54.4

41.1

会っている（会った

ことがある）

56.7

会っていない 不明・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 平成20年（N＝241）

 平成10年（N＝141）
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40.4

19.9

1.4

1.4

2.1

23.2

32.4

19.9

2.5

1.2

4.1

15.6

19.1

16.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

すでに気持ちの整理がついていたので

困惑しなかったし，不安もなかった

すでに気持ちの整理がついていたので困惑しなかった

が，今後のことを考えると不安な気持ちになった

気持ちの整理がつかず困惑し，

今後のことは何も考えられなかった

なんとかなると深く考えなかった

その他

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝141） 平成20年（N＝241）

（７）ひとり親になった直後の気持ち 【母子 問 31，父子 問 30】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「すでに気持ちの整理がついていたので困惑しなかったが，

今後のことを考えると不安な気持ちになった」の割合が最も高くなっている。 

 

      （母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）ひとり親になった直後の生活状況 【母子 問 32，父子 問 31】 

・ 母子家庭では，「自立して生活できる状況になかったが，周りの人の理解や援助があって

生活の目途はすぐに立った」の割合が最も高く，父子家庭では，「自立して生活できる状況

にあった」の割合が最も高くなっている。 

 

（母子）                    （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.1

56.0

8.9

9.5

3.9

1.4

1.1

18.2

53.1

14.1

6.1

3.9

1.3

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに気持ちの整理がついていたので

困惑しなかったし，不安もなかった

すでに気持ちの整理がついていたので困惑しなかった

が，今後のことを考えると不安な気持ちになった

気持ちの整理がつかず困惑し，

今後のことは何も考えられなかった

なんとかなると深く考えなかった

その他

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝901） 平成20年（N＝853）

18.9

52.3

18.1

6.4

2.7

1.7

17.0

51.6

19.8

4.7

2.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立して生活できる状況にあった

（自立できる自信があった）

自立して生活できる状況になかったが，周りの人の

理解や援助があって生活の目途はすぐに立った

自立して生活できる状況になく，また，周りの人の理解

や援助もなかったので，非常に困った

その他

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝901） 平成20年（N＝853）

39.7

43.3

3.5

2.8

2.1

42.7

13.3

2.9

1.2

3.7

8.5

36.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自立して生活できる状況にあった

（自立できる自信があった）

自立して生活できる状況になかったが，周りの人の

理解や援助があって生活の目途はすぐに立った

自立して生活できる状況になく，また，周りの人の理解

や援助もなかったので，非常に困った

その他

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝141） 平成20年（N＝241）



 25

1.7

27.1

2.8

6.8

37.1

9.0

39.1

2.3

2.7

1.7

22.9

2.2

5.3

47.7

9.9

40.4

1.5

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

中学校

高校

高等専門学校

短大

大学

専修学校・各種学校

子どもの意志を尊重する

その他

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

1.6

24.6

2.8

8.3

44.4

7.9

1.2

5.2

1.5

23.0

2.0

4.4

52.2

7.3

0.9

2.6

37.3

37.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

高校

高等専門学校

短大

大学

専修学校・各種学校

子どもの意志を尊重する

その他

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（N＝343）

8.0

27.8

30.7

13.1

0.0

12.4

15.1

7.8

7.8

28.0

20.4

8.9

5.1

18.6

2.2

9.7

38.5

30.9

10.5

1.7

9.8

17.0

6.9

7.5

38.5

15.5

3.9

5.3

15.5

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

育児

教育

しつけ

対話

保育の場がない

病気

友人関係

いじめ

非行化

進学

就職

結婚

その他

今のところ悩みはない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

８ お子さんの育児や教育について 

（１）子どもの進学先について（複数回答可） 【母子 問 33，父子 問 32】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「大学」の割合が最も高く，次いで「子どもの意思を尊重す

る」となっている。前回調査と比較すると，母子家庭，父子家庭ともに「大学」の割合が

高くなっている。 

           （母子）                      （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもについての悩み（複数回答可） 【母子 問 34，父子 問 33】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「教育」，「進学」，「しつけ」の割合が高くなっている。前回

調査と比較すると，母子家庭で「教育」，「進学」の割合が高くなっており，父子家庭で「教

育」の割合が高くなっている。 

 

 （母子）                      （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.5

0.0

13.5

8.7

36.5

24.6

11.9

1.2

13.1

2.8

7.9

43.7

34.4

12.2

0.9

10.8

16.6

7.0

36.7

17.2

5.2

3.2

16.9

1.7

38.1

38.5

18.3

17.5

19.0

8.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

育児

教育

しつけ

対話

保育の場がない

病気

友人関係

いじめ

非行化

進学

就職

結婚

その他

今のところ悩みはない

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（N＝343）

※ 「保育の場がない」は今回調査のみ 
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（３）昼間，就学前児童の世話をしている人（複数回答可） 【母子 問 35，父子 問 34】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「保育所」の割合が最も高く，次いで「あなた自身」となっ

ている。前回調査と比較すると，父子家庭で「保育所」についてー16.0 ポイント，「同居

の家族」についてー15.9 ポイントの差が生じている。 

 

    （母子）                   （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.8

9.8

10.8

1.0

1.7

0.7

68.1

8.5

0.0

0.0

1.7

1.7

0.0

5.1

35.7

10.2

16.5

0.4

0.8

0.0

67.5

7.8

0.4

0.8

0.0

2.4

0.0

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた自身

同居の家族

実家や親戚など

近所の人

友人や知人

ベビーシッター・家政婦

保育所

幼稚園

勤務先の保育施設

ベビーホテル

母子生活支援施設（母子寮）などの福祉施設

その他

誰もみていない

不明・無回答

平成10年（N＝295） 平成20年（N＝255）

13.6

25.0

0.0

0.0

0.0

54.5

11.4

0.0

0.0

2.3

0.0

11.4

23.1

20.5

20.5

0.0

0.0

0.0

38.5

7.7

0.0

0.0

2.6

0.0

33.3

36.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた自身

同居の家族

実家や親戚など

近所の人

友人や知人

ベビーシッター・家政婦

保育所

幼稚園

勤務先の保育施設

ベビーホテル

その他

誰もみていない

不明・無回答

平成10年（N＝44） 平成20年（N＝39）
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（４）放課後又は長期休暇中，小学校低学年の児童の世話をしている人 

【母子 問 36，父子 問 35】 

・ 母子家庭では,｢児童館・学童保育所・共同学童保育所｣の割合が最も高く，父子家庭では

「同居の家族」の割合が最も高くなっている。前回調査と比較すると，「児童館・学童保育

所・共同学童保育所」について，母子家庭では＋16.5 ポイントとなっているのに対し，父

子家庭ではー14.8 ポイントとなっている。 

 

（母子）                     （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.7

12.7

9.7

0.0

0.4

0.0

0.0

24.5

5.9

2.1

11.0

5.1

13.9

9.6

11.2

0.0

0.4

0.0

0.4

41.0

0.0

1.2

7.2

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

あなた自身

同居の家族

実家や親戚など

近所の人

友人や知人

ベビーシッター・家政婦

ベビーホテル

児童館・学童保育所・共同学童保育所

母子生活支援施設（母子寮）などの福祉施設

その他

誰もみていない

不明・無回答

平成10年（N＝237） 平成20年（N＝251）

11.1

33.3

15.6

2.2

2.2

0.0

0.0

24.4

0.0

0.0

6.7

4.4

1.9

1.9

0.0

0.0

0.0

9.6

0.0

0.0

7.7

34.6

19.2

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

あなた自身

同居の家族

実家や親戚など

近所の人

友人や知人

ベビーシッター・家政婦

ベビーホテル

児童館・学童保育所・共同学童保育所

児童養護施設等の福祉施設

その他

誰もみていない

不明・無回答

平成10年（N＝141） 平成20年（N＝52）
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９ お子さんや近所の人等との関係について 

（１）子どもとの団らん 【母子 問 37，父子 問 36】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「だいたいとれている」の割合が最も高くなっている。前回

調査と比較すると，母子家庭では，大きな変化は見られないが，父子家庭では，「十分に取

れている」，「だいたいとれている」の割合が高くなっている。 

 

             （母子）                      （父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日頃からお子さんをみてもらったりすることのできる深いつき合いのある人（複数回答可） 

【母子 問 38，父子 問 37】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「特にいない」の割合が最も高くなっている。前回調査と比

較すると，母子家庭，父子家庭ともに「近所の人」の割合が低くなっている。 

 

                 （母子）                    （父子） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8

29.3

2.8

1.2

3.6

11.7

48.9

30.9

2.9

1.1

4.6

49.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

十分にとれている

だいたいとれている

あまりとれていない

全くとれていない

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

32.9

42.9

9.9

0.8

4.8

15.7

40.8

34.7

3.2

1.2

4.4

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

十分にとれている

だいたいとれている

あまりとれていない

全くとれていない

わからない

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）

17.4

6.5

14.0

2.5

3.2

9.0

4.5

50.9

7.0

12.9

5.6

18.3

2.4

2.9

9.2

4.9

56.5

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所の人

職場・仕事に関係のある人

お子さんを通じての友人（保育所などの保護者会や

スポーツ少年団など）

あなたの趣味やスポーツなどを通じた活動の仲間

あなたの社会的活動を通じた活動の仲間

学生時代の友人

その他

特にいない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

6.7

7.1

4.0

1.2

4.4

3.2

61.5

8.7

11.4

5.5

7.9

4.1

3.5

5.2

8.2

65.3

3.8

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所の人

職場・仕事に関係のある人

お子さんを通じての友人（保育所などの保護者会や

スポーツ少年団など）

あなたの趣味やスポーツなどを通じた活動の仲間

あなたの社会的活動を通じた活動の仲間

学生時代の友人

その他

特にいない

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（Ｎ＝343）
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10 日頃の悩みや相談のことについて 

（１）ひとり親家庭になった当時困ったこと，現在困っていること（複数回答可） 

【母子 問 39，父子 問 38】 

・ ひとり親家庭になった当時困ったことについては，母子家庭では，「生活費」の割合が最

も高く，次いで「あなたの就職や仕事」となっている。父子家庭では，「家事」の割合が最

も高く，次いで「子どもの養育」となっている。 

・ 現在困っていることについては，母子家庭では，「生活費」の割合が最も高く，次いで「子

どもの養育」となっている。父子家庭では，「子どもの養育」の割合が最も高く，次いで「生

活費」となっている。 

 

             （母子）                      （父子） 

    【当時】           【現在】       【当時】           【現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「老後のこと」，「ひとり親家庭に対する差別や偏見」は今回調査のみ 

 

61.6

19.6

46.3

8.5

45.8

26.4

18.7

13.3

7.0

12.4

3.2

0.0

0.0

1.9

4.8

9.0

68.4

20.0

39.8

14.3

46.6

28.7

16.3

13.0

9.6

9.8

4.5

14.9

24.6

2.9

4.6

6.5

0%20%40%60%80%100%

生活費

借金の返済

子どもの養育・教育

家事

あなたの就職や仕事

住居

病気や医療

相談相手がいないこと

勤務先や近所との

つき合い

家族や親戚とのつき合い

異性とのつき合い・

再婚のこと

老後のこと

ひとり親家庭に対する

差別や偏見

その他

困っていることはない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301）

平成20年（Ｎ＝1,087）

49.7

19.1

34.8

8.5

32.7

22.2

16.3

11.3

7.1

8.0

8.1

0.0

0.0

3.2

11.8

7.9

56.5

17.9

50.9

15.5

31.6

21.3

19.1

10.7

7.8

8.6

10.7

39.7

14.7

3.1

8.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費

借金の返済

子どもの養育・教育

家事

あなたの就職や仕事

住居

病気や医療

相談相手がいないこと

勤務先や近所との

つき合い

家族や親戚とのつき合い

異性とのつき合い・

再婚のこと

老後のこと

ひとり親家庭に対する
差別や偏見

その他

困っていることはない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301）

平成20年（Ｎ＝1,087）

生活費 

 

借金の返済 

 

子どもの養育・教育 

 

家事 

 

あなたの就職や仕事 

 

住居 

 

病気や医療 

 

相談相手がいないこと 

 

勤務先や近所とのつき合い 

 

家族や親戚とのつき合い 
 

異性とのつき合い・ 

再婚のこと 
 

老後のこと 
 

ひとり親家庭に対する 

差別や偏見 
 

その他 

 

困っていることはない 

 

不明・無回答 

 

23.0

20.2

59.1

43.3

19.8

11.1

13.9

8.7

9.5

7.9

9.1

0.0

0.0

0.8

6.3

15.1

30.3

23.6

44.0

46.1

18.7

10.2

15.2

16.6

9.0

6.4

8.2

9.9

12.8

1.7

6.4

12.2

0%20%40%60%80%100%

生活費

借金の返済

子どもの養育・教育

家事

あなたの就職や仕事

住居

病気や医療

相談相手がいないこと

勤務先や近所との
つき合い

家族や親戚とのつき合い

異性とのつき合い・

再婚のこと

老後のこと

ひとり親家庭に対する

差別や偏見

その他

困っていることはない

不明・無回答

平成10年（N＝252）
平成20年（N＝343）

31.0

22.6

41.7

33.3

17.5

15.5

17.9

12.7

9.1

8.7

22.6

0.0

0.0

0.4

11.5

14.3

38.5

25.7

41.4

34.4

18.4

9.9

16.3

15.7

5.8

5.5

17.8

26.5

12.8

2.3

9.6

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費

借金の返済

子どもの養育・教育

家事

あなたの就職や仕事

住居

病気や医療

相談相手がいないこと

勤務先や近所との
つき合い

家族や親戚とのつき合い

異性とのつき合い・

再婚のこと

老後のこと

ひとり親家庭に対する

差別や偏見

その他

困っていることはない

不明・無回答

平成10年（N＝252）
平成20年（N＝343）

生活費 

 

借金の返済 

 

子どもの養育・教育 

 

家事 

 

あなたの就職や仕事 

 

住居 

 

病気や医療 

 

相談相手がいないこと 

 

勤務先や近所とのつき合い 

 

家族や親戚とのつき合い 
 

異性とのつき合い・ 

再婚のこと 
 

老後のこと 
 

ひとり親家庭に対する 

差別や偏見 
 

その他 

 

困っていることはない 

 

不明・無回答 
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48.1

24.7

43.5

40.1

3.8

7.1

8.5

2.6

2.3

4.2

6.7

50.2

22.6

46.5

43.0

2.8

9.8

11.2

2.6

2.0

4.9

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で解決

自分の子どもに相談

両親・親戚などに相談

友人・知人に相談

近所の人に相談

職場の上司・同僚に相談

公的な機関に相談

前の配偶者に相談

その他

相談相手がいない，

方法が分からない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（Ｎ＝1,087）

43.2

10.0

54.7

37.4

3.2

5.3

18.6

1.8

2.5

2.1

5.5

45.7

7.5

54.8

42.2

2.9

7.3

21.6

2.4

2.2

3.2

5.3

0%20%40%60%80%100%

自分で解決

自分の子どもに相談

両親・親戚などに相談

友人・知人に相談

近所の人に相談

職場の上司・同僚に相談

公的な機関に相談

前の配偶者に相談

その他

相談相手がいない，

方法が分からない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301）
平成20年（Ｎ＝1,087）

自分で解決 

自分の子どもに相談 

両親・親戚などに相談 

友人・知人に相談 

近所の人に相談 

職場の上司・同僚に相談 

公的な機関に相談 

前の配偶者に相談 

その他 
 

相談相手がいない， 
方法が分からない 

不明・無回答 

 

 

52.4

7.5

40.9

21.8

3.2

11.5

5.6

3.2

2.0

2.4

13.5

48.4

9.6

46.9

21.6

2.9

9.3

5.5

3.2

0.9

4.1

10.2

0%20%40%60%80%100%

自分で解決

自分の子どもに相談

両親・親戚などに相談

友人・知人に相談

近所の人に相談

職場の上司・同僚に相談

公的な機関に相談

前の配偶者に相談

その他

相談相手がいない，

方法が分からない

不明・無回答

平成10年（N＝252）

平成20年（N＝343）

58.7

17.5

34.5

21.8

4.0

9.1

4.4

2.0

2.8

2.4

10.3

52.2

17.8

42.3

23.3

2.3

5.0

3.2

3.5

1.2

5.5

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で解決

自分の子どもに相談

両親・親戚などに相談

友人・知人に相談

近所の人に相談

職場の上司・同僚に相談

公的な機関に相談

前の配偶者に相談

その他

相談相手がいない，

方法が分からない

不明・無回答

平成10年（N＝252）
平成20年（N＝343）

自分で解決 

自分の子どもに相談 

両親・親戚などに相談 

友人・知人に相談 

近所の人に相談 

職場の上司・同僚に相談 

公的な機関に相談 

前の配偶者に相談 

その他 
 

相談相手がいない， 
方法が分からない 

不明・無回答 

 

（２）困った問題が起きたときの相談相手（複数回答可） 【母子 問 40，父子 問 39】 

・ ひとり親家庭になった当時の相談先については，母子家庭では，「両親・親戚に相談」の

割合が最も高く，父子家庭では「自分で解決」の割合が最も高くなっている。 

・ 現在の相談先については，母子家庭，父子家庭ともに「自分で解決」の割合が最も高く

なっている。 

 

（母子）                        （父子） 

【当時】            【現在】      【当時】             【現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で解決 

自分の子どもに相談 

両親・親戚などに相談 

友人・知人に相談 

近所の人に相談 

職場の上司・同僚に相談 

公的な機関に相談 

前の配偶者に相談 

その他 

相談相手がいない 

方法がわからない 

不明・無回答 
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4.3

0.9

3.5

42.3

3.2

6.6

3.8

1.2

2.8

9.1

3.6

2.7

0.0

0.0

10.6

2.2

17.9

3.3

11.5

11.5

4.6

7.9

2.9

0.8

1.9

18.8

4.2

5.0

3.2

0.5

1.4

5.6

3.4

2.2

1.9

0.5

7.7

0.0

7.0

2.5

6.3

6.0

3.1

66.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民生児童委員・主任児童委員

市政協力委員や町内会長など

府・市会議員

福祉事務所

子ども支援センター

児童相談所

母子福祉センター米岡荘

母子寡婦福祉会

母子生活支援施設（母子寮）

市民相談・区民相談

保健所

婦人相談所

京都市男女共同参画センター（ウイングス京都）

京都府男女共同参画センター

公共職業安定所（ハローワーク）・マザーズ

ハローワーク烏丸御池・京都ジョブパーク

交通事故相談所

家庭裁判所

警察署（困り事相談所）

保育所・児童館・学童保育所

学校

その他

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

（３）これまで悩みごとを相談したことのある公の機関（複数回答可） 

 【母子 問 41，父子 問 40】 

・ 母子家庭，父子家庭ともに「福祉事務所」の割合が最も高くなっている。前回調査と比

較すると，母子家庭，父子家庭ともにほとんどの項目で割合が低くなっている。 

 

（母子）                       （父子） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「京都市男女共同参画センター（ウィングス京都）」，「京都府男女共同参画センター」は今回調査のみ 

※ 父子家庭の｢母子福祉センター米岡荘｣は今回調査のみ 

 

0.8

0.4

3.2

0.0

6.3

0.0

4.0

2.0

0.0

0.0

4.4

0.4

4.8

1.2

7.1

11.1

1.6

11.5

0.9

0.9

0.3

6.1

1.5

4.1

0.3

1.2

1.2

0.0

0.0

1.2

0.3

2.6

0.9

2.9

2.3

1.5

86.0

17.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民生児童委員・主任児童委員

市政協力委員や町内会長など

府・市会議員

福祉事務所

子ども支援センター

児童相談所

母子福祉センター米岡荘

市民相談・区民相談

保健所

京都市男女共同参画センター（ウイングス京都）

京都府男女共同参画センター

公共職業安定所（ハローワーク）・京都ジョブパーク

交通事故相談所

家庭裁判所

警察署（困り事相談所）

保育所・児童館・学童保育所

学校

その他

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（N＝343）
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11 現在行われている福祉施策等について 

（１）認知状況・利用状況（複数回答可） 【母子 問 42，父子 問 41(1)】 

・ 認知状況については，母子家庭では，「児童扶養手当」の割合が最も高く，次いで「児童

手当」となっている。父子家庭では，「児童手当」の割合が最も高く，次いで「生活保護」

となっている。 

・ 利用状況については，母子家庭では，「児童扶養手当」の割合が最も高く，次いで「母子

家庭等医療費支給制度」となっている。父子家庭では。「児童手当」の割合が最も高く，次

いで「子ども医療費支給制度」となっている。 

 

              （母子）                    （父子） 

 

   【知っているもの】     【利用したことがあるもの】   【知っているもの】   【利用したことがあるもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 母子家庭の「ひとり親家庭日常生活支援事業」，「自律支援訓練給付金事業」，「高等技能訓練促進費事業」は今回調

査のみ 

※ 父子家庭の「子ども医療費支給制度」，「ひとり親家庭日常生活支援事業」は今回調査のみ 

 

 

 

84.6

34.7

38.8

68.8

70.3

0.0

15.8

5.1

68.4

68.7

36.1

40.0

64.1

66.7

12.4

15.5

9.9

41.5

29.9

27.7

15.1

9.1

11.6

0.0

0.0

16.7

37.3

5.0

13.1

62.4

0%20%40%60%80%100%

児童手当

児童扶養手当

母子福祉資金貸付制度

母子生活支援施設

（母子寮）

母子家庭等医療費

支給制度

生活保護

ひとり親家庭日常生活

支援事業

ショートステイ

トワイライトステイ

公営住宅の優先入居

職業訓練手当支給

制度

母子福祉センター事業

自立支援訓練給付金

事業

高等技能訓練促進費

事業

不明・無回答

平成10年（N＝1,301）
平成20年（N＝1,087）

69.6

7.1

3.9

20.0

1.5

0.1

70.2

73.3

7.4

1.3

70.3

17.5

0.6

1.0

0.2

3.9

5.2

4.1

2.2

0.8

10.3

57.3

34.1

1.8

14.0

3.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童手当

児童扶養手当

母子福祉資金貸付制度

母子生活支援施設

（母子寮）

母子家庭等医療費

支給制度

生活保護

ひとり親家庭日常生活

支援事業

ショートステイ

トワイライトステイ

公営住宅の優先入居

職業訓練手当支給

制度

母子福祉センター事業

自立支援訓練給付金

事業

高等技能訓練促進費

事業

不明・無回答

平成10年（N＝1,301）
平成20年（N＝1,087）

児童手当 

 

児童扶養手当 

 

母子福祉資金貸付制度 

 

母子生活支援施設（母子寮） 

 

母子家庭等医療費支給制度 

 

生活保護 

 

ひとり親家庭日常生活支援事業 

 

ショートステイ 

 

トワイライトステイ 

 

公営住宅の優先入居 

 

職業訓練手当支給制度 

 

母子福祉センター事業 

 

自立支援訓練給付金事業 

 

高等技能訓練促進費事業 

 

不明・無回答 

 

 

43.3

21.8

48.4

9.9

5.6

59.5

19.0

23.9

47.5

9.3

8.2

4.7

28.0

0.0

0.0

38.5

0%20%40%60%80%100%

児童手当

生活福祉資金
貸付制度

子ども医療費

支給制度

生活保護

ひとり親家庭

日常生活支援事業

ショートステイ

トワイライトステイ

不明・無回答

平成10年（N＝252）
平成20年（N＝343）

22.6

3.2

0.0

4.4

0.0

0.8

0.4

3.2

7.3

1.5

2.6

0.6

43.1

70.6

13.7

47.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童手当

生活福祉資金
貸付制度

子ども医療費

支給制度

生活保護

ひとり親家庭

日常生活支援事業

ショートステイ

トワイライトステイ

不明・無回答

平成10年（N＝252）
平成20年（N＝343）

児童手当 

 

生活福祉資金貸付制度 

 

子ども医療費支給制度 

 

生活保護 

 

ひとり親家庭日常生活支援事業 

 

ショートステイ 

 

トワイライトステイ 

 

不明・無回答 

 



 33

（２）住民実感 【母子 問 43，父子 問 42】 

・ 各項目ごとの問いに対して，実感に近いものについてみると，『思う』（「そう思う」「どち

らかというとそう思う」の合計）の割合が高いものでは，母子家庭では，「（６）ふだん子育

てを楽しいと感じるときが多い」が 57.5％，「（17）世間には，ひとり親家庭に対する偏見

があると思う」が 47.4％，「（７）子どもがいても仕事と生活は両立できる環境である」が

45.1%となっている。父子家庭では，「（６）ふだん子育てを楽しいと感じるときが多い」が

53.4％，「（７）子どもがいても仕事と生活は両立できる環境である」が 41.4％，「（13）

学校などの公共施設は子どもにとって安全な場だと思う」が 37.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.7

17.9

21.3

23.1

8.2

6.8

9.3

6.0

25.7

27.2

32.1

34.4

12.5

11.5

8.7

12.4

14.0

15.5

23.9

24.7

24.5

22.4

23.9

25.2

28.0

24.8

39.7

40.0

39.4

43.1

42.3

46.9

28.3

33.4

36.2

47.8

13.4

12.0

5.5

6.1

16.3

19.5

18.4

19.1

15.2

14.6

16.3

13.9

10.2

10.1

13.1

11.1

20.1

16.2

21.6

14.6

16.0

10.9

14.3

12.1

12.5

8.2

8.2

6.5

7.6

7.7

8.7

9.9

9.9

9.0

9.9

10.2

9.0

9.1

7.3

5.4

2.6

2.9

2.0

1.7

2.6

1.9

5.5

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

そう思う

どちらかというと

そう思う
どちらとも

言えない

どちらかというと

そう思わない

そう思わない

不明・無回答

(１)一人ひとりの子どもの人格が大切にさ
れ，子どもの権利が守られているまち
である 

 

(２)子どもを地域ぐるみで見守ってくれる
ので安心できる 

 

(３)障害や，保護者の養護が足りないな
ど，配慮を有する子どもの状況に応じ
た支援が行われている 

 

(４)地域の団体や子育て支援機関が子育
てを助けてくれるので安心できる 

 

(５)子育て家庭のニーズに応じた保育サ
ービスが提供されている 

 

(６)ふだん子育てを楽しいと感じるときが
多い 

 

(７)子どもがいても仕事と生活は両立でき
る環境である 
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(８)子育てに不安を感じたとき気軽に相談
できるところがあるので安心できる 

 

(９)乳幼児健診でのアドバイスやアフター
フォローが充実しているので満足して
いる 

 

(10)身近に小児医療が受けられる環境が
整っているので安心できる 

 

(11)身近に子どもの居場所や遊び場があ
るので様々な体験ができる 

 

(12)子どもが犯罪被害にあいにくい環境
となっている 

 

(13)学校などの公共施設は子どもにとっ
て安全な場だと思う 

 

(14)子どもへの教育環境は充実している 

 

(15)子どもへの進路指導は充実している
と思う 

 

(16)青少年が健全に育つ環境だと思う 

 

(17)世間には，ひとり親家庭に対する偏
見があると思う 

 

(18)子どもがいなかったら生活が楽にな
ると思うことがある 

10.5

9.3

11.1

22.3

2.9

2.3

2.9

2.0

4.4

3.1

8.7

3.8

6.1

5.2

11.4

15.7

2.1

4.4

8.0

11.1

13.3

19.2

25.1

15.2

12.4

19.2

13.0

24.5

19.7

28.6

21.9

13.4

8.3

22.2

17.5

21.9

31.7

9.6

16.2

8.7

14.7

23.6

22.8

36.4

29.7

43.4

43.4

48.1

46.4

40.8

37.8

31.5

36.7

36.2

33.8

30.9

32.7

31.2

26.2

45.2

44.1

35.9

34.0

9.6

10.2

12.2

10.3

16.0

19.6

11.7

17.7

12.0

18.1

12.0

15.5

21.0

22.5

16.9

18.9

14.3

10.8

12.2

15.1

17.8

17.2

39.1

38.5

14.6

7.0

14.6

16.3

10.2

13.8

11.1

13.6

12.0

15.1

19.5

25.9

14.3

17.8

12.0

7.6

19.8

11.5

25.1

17.6

6.1

5.8

6.4

5.6

7.9

6.0

7.9

7.2

7.3

7.6

7.3

7.0

7.6

7.8

9.6

8.0

9.3

7.9

12.0

11.0

8.2

8.5

2.3

1.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

父子家庭（Ｎ＝343）  

母子家庭（Ｎ＝1,087）

そう思う

どちらかというと

そう思う

どちらとも言えない

どちらかというと

そう思わない

そう思わない

不明・無回答
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12 行政施策等について 

（１）ひとり親家庭の自立・安定を図るため，市や国に要望したいこと（複数回答可） 

【母子 問 46，父子 問 43】 

・ 母子家庭では，「年金・手当など経済的支援を充実する」の割合が最も高く，次いで「職

業訓練の場や働く機会を増やすなど安定的な就業の支援を充実する」となっている。父子

家庭では，「年金・手当など経済的支援を充実する」の割合が最も高く，次いで「医療や介

護保障を充実する」となっている。前回調査と比較すると，母子家庭，父子家庭ともに「経

済的支援の充実」，「就業支援の充実」，「医療や介護保障の充実」の割合が高くなっている。 

 

（母子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.7

40.9

61.7

10.3

35.2

13.1

17.1

18.6

8.6

4.4

17.8

3.3

37.2

4.5

5.8

3.8

47.6

43.1

74.1

15.9

40.3

17.1

24.3

13.3

21.1

6.1

14.0

3.2

22.8

4.2

2.9

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職業訓練の場や働く機会を増やすなど
安定的な就業の支援を充実する

市営住宅などの公営住宅を増やすなど

居住の確保がしやすい環境を整備する

年金・手当など経済的支援を充実する

健康診断や保健相談・指導を充実する

医療や介護保障を充実する

保育所を充実する

学童保育の場を増やす

生活上の悩みの相談窓口を充実する

学習や教養などを身につける機会を増やす

スポーツやレクリエーションに参加できる機会を増やす

いろいろな施設や制度のＰＲを充実する

民間ボランティアや社会福祉団体を育成する

ひとり親家庭に対する偏見のない世の中をつくる

その他

特に要望はない

不明・無回答

平成10年（N＝1,301） 平成20年（N＝1,087）

職業訓練の場や働く機会を増やすなど安定的な就業の

支援を充実する 
 
市営住宅などの公営住宅を増やすなど居住の確保が

しやすい環境を整備する 
 

年金・手当など経済的支援を充実する 

 

健康診断や保健相談・指導を充実する 

 

医療や介護保障を充実する 

 

保育所を充実する 

 

学童保育の場を増やす 

 

生活上の悩みの相談窓口を充実する 

 

学習や教養などを身につける機会を増やす 

 

スポーツやレクリエーションに参加できる機会を増やす

 

いろいろな施設や制度のＰＲを充実する 

 

民間ボランティアや社会福祉団体を育成する 

 

ひとり親家庭に対する偏見のない世の中をつくる 

 

その他 

 

特に要望はない 

 

不明・無回答 
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（父子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.7

25.4

51.6

11.5

35.3

9.5

11.9

21.0

3.6

7.5

15.5

7.9

23.8

6.7

13.1

7.5

23.9

29.7

68.5

24.2

45.8

9.9

16.6

20.4

12.2

8.5

16.3

9.0

16.9

5.8

7.3

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職業訓練の場や働く機会を増やすなど

安定的な就業の支援を充実する

市営住宅などの公営住宅を増やすなど

居住の確保がしやすい環境を整備する

年金・手当など経済的支援を充実する

健康診断や保健相談・指導を充実する

医療や介護保障を充実する

保育所を充実する

学童保育の場を増やす

生活上の悩みの相談窓口を充実する

学習や教養などを身につける機会を増やす

スポーツやレクリエーションに参加できる機会を増やす

いろいろな施設や制度のＰＲを充実する

民間ボランティアや社会福祉団体を育成する

ひとり親家庭に対する偏見のない世の中をつくる

その他

特に要望はない

不明・無回答

平成10年（N＝252） 平成20年（N＝343）

職業訓練の場や働く機会を増やすなど安定的な就業の

支援を充実する 
 

市営住宅などの公営住宅を増やすなど居住の確保が

しやすい環境を整備する 
 

年金・手当など経済的支援を充実する 

 

健康診断や保健相談・指導を充実する 

 

医療や介護保障を充実する 

 

保育所を充実する 

 

学童保育の場を増やす 

 

生活上の悩みの相談窓口を充実する 

 

学習や教養などを身につける機会を増やす 

 

スポーツやレクリエーションに参加できる機会を増やす

 

いろいろな施設や制度のＰＲを充実する 

 

民間ボランティアや社会福祉団体を育成する 

 

ひとり親家庭に対する偏見のない世の中をつくる 

 

その他 

 

特に要望はない 

 

不明・無回答 
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子どもを共に育む京都市民憲章 

わたくしたちは， 

１ 子どもの存在を尊重し，かけがえのない命を守ります。 

１ 子どもから信頼され，模範となる行動に努めます。 

１ 子どもを育む喜びを感じ，親も育ち学べる取組を進めます。 

１ 子どもが安らぎ育つ，家庭の生活習慣と家族の 絆
きずな

を大切にします。 

１ 子どもを見守り，人と人が支え合う地域のつながりを広げます。 

１ 子どもを育む自然の恵みを大切にし，社会の環境づくりを優先します。 

平成 19 年 2 月 05 日（育児ニコニコ笑顔の日）制定       

3 月 13 日 京都市会が憲章を積極的に推進する決議  

 

京都市 

ひとり親家庭実態調査 

【結果報告書】 
 （概要版） 

発行年月 平成 21 年６月 

京都市保健福祉局子育て支援部児童家庭課 

〒604-0954 

京都市中京区御池通柳馬場東入東八幡町 579 番地 京都御池創生館 6 階 

電話：075-251-2380  FAX：075-251-2322 

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/soshiki/8-3-1-0-0_1.html 

京都市印刷物 第２１３０４８号 


